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【大会スケジュール】 
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【アクセスマップ】 

 

 
≪年次大会会場≫ 

   メイン会場：早稲田大学早稲田キャンパス 3 号館 

サブ会場：早稲田大学早稲田キャンパス 8 号館 (8/29) および 14 号館 (8/30) 

ＪＲ 山手線 高田馬場駅から徒歩 20 分 

西武鉄道 西武新宿線 高田馬場駅から徒歩 20 分 

東京メトロ 東西線 早稲田駅から徒歩 5分 

東京メトロ副都心線 西早稲田駅から徒歩 17 分 

都バス 学 02 （学バス） 高田馬場駅 – 早大正門 

東京さくらトラム（都電 荒川線） 早稲田駅から徒歩 5分 

    https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus 

 

≪懇親会会場≫ 

  早稲田大学早稲田キャンパス 大隈ガーデン 

     早稲田キャンパス正門より徒歩 3分 

  

※ 会 場 に は 駐 車 場 が ご ざ い ま せ ん 。 公 共 交 通 機 関 を ご 利 用 の う え 、 

ご来場をお願い致します。 
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【大会会場フロアマップ】 

3 号館 3階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

301 

第１会場 

302 

第２会場 

企業展⽰１ 

304 

休憩室 

305 

スタッフルーム 
306 

受付 

クローク 

ポスター会場１ 



 - 4 - 

 

3 号館 4階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごあいさつ 

 

  

 

 

 

一般社団法人日本行動分析学会第〇回年次大会準備委員会 

委員長 氏 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

401 

第３会場 

402 

第４会場 

404 

理事会 

405 

スタッフルーム 406 

スタッフルーム 

ポスター会場２ 

企業展⽰ 2 
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その他の会場 

8 号館 106 教室：学会企画シンポジウム、会員集会、特別講演 

※ 8 月 29 日のみの使用となります 

 

14 号館 201 教室：大会企画シンポジウム 

※ 8 月 30 日のみの使用となります 

 

3 号館 201 教室：編集委員会 

※ 8 月 30 日のみの使用となります 
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ごあいさつ 

 
2026 年の第 44 回年次大会を早稲田大学早稲田キャンパスにて開催させていただくことになりました。早

稲田大学での開催は 2011 年の第 29 回大会以来 15 年ぶりの開催となります。大会準備委員会一同、身の引

き締まる思いで準備を進めております。会期は 8月 28 日から 30 日の 3日間で、大会プログラムとして一般

発表、各種シンポジウム、特別講演を予定しております。本大会の準備スタッフの多くは、早稲田大学人間

科学学術院に所属しております。 私たちの理念である「多様な学問領域を横断し、世界を探求する複眼的

な方法によって、人間の未来を構築する」という精神を反映し、多様な背景を持つ学問領域と行動分析学の

つながりをより一層深められる大会を目指しております。 

年次大会のメイン会場として使用する 3号館は 1933 年の竣工から増築を繰り返し、歴史的建造物の外観

（旧 3号館）を忠実に再現した「再現棟」と、最先端の機能を持つ 14階建ての「高層棟」を融合させたユ

ニークなデザインとなっています。大隈記念講堂や大隈重信像にも近く、早稲田キャンパスの象徴であり、

伝統と革新を融合して学術交流をするうえでとても適した場所ということができます。また、懇親会は大隈

重信の邸宅跡地に併設されている大隈ガーデンハウスで行う予定です。大きなガラス張りの窓が特徴となっ

ており、隣接する大隈庭園が醸し出す四季折々の風景を眺めながら、闊達な議論とともに交流をご堪能いた

だければと思います。 

現在、早稲田キャンパスは再開発工事の最中にあります。その工事期間の中での開催となるため、会期中

にご不便、ご面倒をおかけすることが多々あるかと思います。そのような中での開催ではありますが、参加

者の皆様が活発な議論や交流を行うことができる快適な環境をできる限り準備させていただくつもりです。

それでは皆様のご来場を心よりお待ちしております。 

 

 日本行動分析学会第 44 回年次大会準備委員会 

 委員長 大森幹真 
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〇大会参加者へのご案内 
 
1. 会場 

 大会会場は、早稲田大学早稲田キャンパス(新宿区西早稲田 1-6-1)です。会場へのアクセス方法について

は、この冊子または大会ホームページ(https://j-aba.jp/meeting/2026/)をご覧ください。 

 
2. 受付 

 受付は、8月 28 日(金)〜30(日)にかけて 9：00 から３号館 3階 305教室で行います（ただし、8月 28 日

は 9：15受付開始となります）。予約参加をされた方は、お名前とご所属を印刷した参加章および領収書を

お渡しいたします。 

 

※大会会場内では、はっきりと見えるところに参加章を身につけてください。 
 
3. 懇親会 

 8 月 29 日 (土)の 18：00 から早稲田キャンパス大隈ガーデンにて懇親会を開催します。 

 
4. クローク 

 お荷物は、３号館 3階 306教室にてお預かります。ご利用時間は、8月 28 日（金）9：15～16：30、 

8 月 29 日（土）9：00～18：00、8月 30 日（日）9：00～17：00 です。なお、日付を越えてのお預かりはで

きませんので、必ず当日中にお引き取りください。 

 
5. 休憩スペース 

 大会を通して 3日間、３号館 3階の 304教室に休憩スペースを設けます。この教室は論文交換スペースも

兼ねております。追加での休憩スペースのご案内は会場内掲示をご確認ください。 

 
6. 書籍の展示・販売 

 書籍の展示と販売は３号館 3階および 4階のパティオで行います。 

 
7. お呼び出し・携帯電話のご使用 

 原則として会場内でのお呼び出しはいたしません。また、会場内ではスマートフォン・携帯電話などの電

源をお切りいただくかマナーモードに設定してください。 

 
8. 会場内の無線 LAN について 

 会場内では、eduroam回線がご利用いただけます。 

 
9. お食事について 

 会期中のお食事については大学近隣の飲食店をご利用ください。 

－右記 QR コード「Waseda ウィークリーMy Waseda Cuisine私のワセメシ」 

－下記に提示しております、本学近隣のグルメガイドをご確認ください。 
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10. コピー・ATM 

 コピー機は近隣のコンビニエンスストアのものをご利用ください。 

 
11. 駐車場 

 学内に駐車スペースはありません。公共交通機関をご利用ください。車いすのご利用など、必要な場合に

は準備委員会まで予めお申し出ください。 

 
12. 連絡先 

 大会本部(3 号館 3階 305教室)または jaba-meeting@j-aba.jpにご連絡ください。 

 
13. その他 

 喫煙は指定の喫煙所にてお願い致します。またキャンパス内での飲酒はご遠慮いただきますようお願い

致します。詳細はキャンパス内の案内をご確認ください。ご不明な点があれば、スタッフの名札を着用した

係員までお問い合わせください。 
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〇シンポジウム関係者へのご案内 
 
1. 打ち合わせ室 

 3 号館 405, 406（8/28 のみ）、3-301、3-302、3-401、3-402(各 8/30 13:30~15:00)にシンポジウム打ち合

わせ室を設けております。 

 
2. パソコン、スクリーンなど 

 シンポジウム会場に Windowsパソコンを準備します。また、ブルーレイプレイヤー、DVDプレイヤー、プ

ロジェクタをご利用いただけます。いずれも HDMIおよび VGA 入力に対応しております。その他の機材につ

いては準備委員会にお問い合わせください。 

 
3. 配布資料 

 配布資料がある場合は、企画者ご自身でご準備ください。 

 

〇ポスター発表者へのご案内 
 
1. 会場・時間 

 8 月 29 日(土)は 13：30〜15：30 の時間帯に、30 日(日)は 13：00〜15：00 の時間帯に、3号館 3階回廊

(ポスター会場１)および 4階回廊(ポスター会場２)にてポスターセッションを行います。ポスターセッショ

ンの掲示開始時間は両日とも 9：30 以降となっております。発表者の在籍責任時間は、発表番号が奇数の方

は前半の 1時間、偶数の方は後半の 1時間となります。セッション終了後は各自でポスターの撤去をお願い

します。残っているポスターについては、準備委員会で処分いたします。 

 
2. 受付 

 発表会場デスクにてポスター番号を確認の上、所定のパネルにポスターを貼ってください。 

 
3. 掲示パネル 

 パネルのサイズは縦 180cm、横 90cmです、今回のポスター発表は画鋲等の使用は認められておりませ

ん。既定の範囲に会場側が用意するテープ等でご掲示お願いいたします。 

 
4. 発表要件 

 ポスターセッション時間中にポスターを掲示し、所定の在籍時間中に在籍し、参加者と質疑応答すること

により、正式発表となります。 

 
5. 筆頭発表者欠席の場合の扱い 

 筆頭発表者が欠席した場合には、連名発表者の代行を認めます。発表論文集に記載されている筆頭発表者

に欠席や交代などの変更があれば、会期前は準備委員会に、会期中は大会本部にご連絡ください。 

 
6. その他 

 配布資料がある場合は、各自でご準備ください。 
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〇論文交換テーブル 
 

 日本行動分析学会では、会員の研究交流を推進するために既発表の論文を著者が展示し、希望者に配布す

るスペース(論文交換テーブル)を年次大会で設けています。大会 2日目と 3日目(8 月 29 日・30 日)に、休

憩室(3 号館 3階 304教室)に用意します。専門誌掲載、紀要論文など発表媒体は問いません。紹介したい自

著論文の抜刷(またはコピー)をご持参ください。 

 原則として、見本の抜刷を 1編につき 1部準備し、所定の場所で参加者が自由に閲覧できるようにしま

す。抜刷の希望者が所定の名簿に名前と住所またはメールアドレスを記入し、著者が後日送付する方法で運

営します。多くの部数をご持参頂ける場合にはこの限りとせず、見本の 1部以外は自由にお持ち帰りいただ

いて結構です。 

 
 

〇日本行動分析学会の会員の方へのご案内 
 
1. 理事会・臨時社員総会 

 理事会は大会 1日目(8 月 28 日)の 16：30 から、3号館 4階 404 にて行います。 

臨時社員総会を大会１日目(8 月 28 日)の 18：00 から、3号館 4階 404 にて行います。 

 
2. 会員集会 

 会員集会を大会 2日目(8 月 29 日)の 12：00 から、8号館 1階の 106教室にて行います。 

 
3. 学会賞授与式・受賞講演 

 今回の年次大会では学会賞授与式・受賞講演はございません。 

 
4. 編集委員会 

 『行動分析学研究』の編集委員会を大会 3日目(8 月 30 日)の 11：45 から 3号館 2階 201教室にて行いま

す。 
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大会プログラム 
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特別講演 
8 月 29 日（土）16:00〜17:30（8 号館 106） 

 
 

黙って観るコミュニケーション 

～重度障害のある人の反応をとらえるコミュニケーション支援

とテクノロジー利用～ 
Silent Observation in Communication: 
Technology-Assisted Communication Support for People with Severe Disabilities 
 

講演 巖淵 守（早稲田大学人間科学学術院） 

Mamoru IWABUCHI （Waseda University） 
司会 大森 幹真（早稲田大学人間科学学術院） 

Mikimasa OMORI （Waseda University） 
講演要旨 

医療技術の進歩に伴いこれまで生きることが困難であった子ども達が生きられるようになり，障害の重度

化 ・重複化が世界的に進んでいる。彼らの残存能力を引き出していくためには，彼らの運動・認知能力の実

態を把握し，それぞれの子どもの発達段階に合わせた効果的な働きかけを行っていくことが重要である。し

かし，発話も無く，はい・いいえや好悪の意思が読み取れないなど，実態把握自体が困難なケースが増えて

いる。重度・重複障害のある人には，発話が無く，語りかけても反応がはっきりしない人や，反応はあるが

その意味がわからない人が多くいる。重度・重複障害のある子どもたちが示すわずかな変化を，家族をはじ

めとする身近な支援者が，客観的にかつ簡便にとらえられる手段の確保が早急に求められる。  

そこで我々は，身の回りにあるスマートフォンやタブレット端末に備わるカメラと AI を用いて子どもの反

応を可視化・分析するアプリをこれまでに開発し，それらを利用した支援を試みてきた。発話が無く，周囲

とのやりとりが成立していなかった重度・重複障害のある子どもに対して行った実践では，光や音楽，振動

といった刺激提示に随伴する動きの変化を観察・分析することで対象児の運動・認知能力の理解促進に結び

ついたケースの他，自己刺激行動を減らし，支援者からの関わりに注意を向けることが促されたケースが見

られた。  

講演では，生成 AIなど，最新技術の活用に関する話題にも触れながら，行動分析学により培われた知見が

こうした重度・重複障害のある人々のコミュニケーション支援にとって基盤といえる重要な役割を担うとと

もに，その知見を現場における支援の実践に活かすためにはどのような技術（技法とテクノロジー）や工夫

が求められるかについて議論したい。 

略歴など 

 1997 年大阪大学大学院基礎工学研究科修了[博士(工学)], 同年ダンディー大学助手に着任。その後、ワシ

ントン大学客員研究員、広島大学大学院教育学研究科助教授を歴任後、2009 年から東京大学先端科学技術研

究センター准教授。2018 年 4 月より現職。専門は「生活支援工学」であり、ケガや病気などでバリア（困難）

を抱える人を支援する、テクノロジーの研究開発や製品化を多数行っている。支援テクノロジーの普及にも

力を入れており、多様性を受け入れる社会の実現を目指している。2017 年総務省「異能ジェネレーションア

ワード」協力協賛企業グループ特別賞特別賞。2014 年～2017 年 Microsoft MVP Award 受賞。 
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大会企画シンポジウム  
8 月 30 日（日）9:30〜11:30（14 号館 201） 

 
 

子どもの意見表明支援に関する行動変容 
Behavior Change in Supporting Children's Expression of Views 
 

企画 日本行動分析学会第44回年次大会準備委員会 

司会 大森 幹真（早稲田大学人間科学学術院） 

Mikimasa OMORI （Waseda University） 
話題提供 大森 幹真（早稲田大学人間科学学術院） 

Mikimasa OMORI （Waseda University） 
 佐治 伸郎（早稲田大学人間科学学術院） 

Noburo SAJI （Waseda University） 

 清水 由紀（早稲田大学文学学術院） 

Yuki SHIMIZU （Waseda University） 
 髙橋 麻衣子（早稲田大学人間科学学術院） 

Maiko TAKAHASHI （Waseda University） 
指定討論 山本 淳一（東京都立大学システムデザイン学部） 

Jun‘ichi YAMAMOTO （Tokyo Metropolitan University） 
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学会企画シンポジウム  
8 月 29 日（土）9:30〜11:30（8 号館 106 教室） 

 
 

行動分析学における「言語行動」研究を俯瞰する 

ネーミング理論と関係フレーム理論との対比を中心に 
An Overview of "Verbal Behavior" Research in Behavior Analysis:  
Focusing on Naming Theory versus Relational Frame Theory 
 

企画 武藤 崇（同志社大学） 
Takashi MUTO (Doshisha University) 

司会 武藤 崇（同志社大学） 
Takashi MUTO (Doshisha University) 

話題提供 武藤 崇（同志社大学） 
Takashi MUTO (Doshisha University) 

 大森 幹真（早稲田大学） 

Mikimasa OMORI （Waseda University） 
 嶋 大樹（追手門学院大学） 

Taiki SHIMA (Otemon Gakuin University)  
総合討論 藤巻 峻（常磐大学） 

Shun FUJIMAKI (Tokiwa University) 
 佐々木 三紗（早稲田大学） 

Misa SASAKI (Waseda University)  
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公募企画シンポジウム１  
8 月 30 日（日）15:00〜17:00（3 号館 301 教室） 

 
 

複数の随伴性をレイヤーとして扱う 

「非線形随伴性分析」からの示唆 

Treating Multiple Contingencies as Layers: Some Implications from Nonlinear 
Contingency Analysis 
 

企画 武藤 崇（同志社大学） 
Takashi MUTO (Doshisha University) 

司会 松川 昌憲（同志社大学） 
Masanori MATSUKAWA (Doshisha University) 

話題提供 武藤 崇（同志社大学） 
Takashi MUTO (Doshisha University) 

 近藤 鮎子（株・エルチェ） 
Ayuko KONDO (Elche) 

指定討論 佐々木 銀河（筑波大学） 
Ginga SASAKI (University of Tsukuba) 

 大月 友（早稲田大学） 
 Tomu OTSUKI (Waseda University) 

 井垣 竹晴（流通経済大学） 
Takeharu IGAKI (Ryutsu Keizai University) 
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公募企画シンポジウム２ 
8 月 30 日（日）15:00〜17:00（3 号館 302 教室） 

 
 

実験的行動分析の拡がり 
Expanding Horizons of the Experimental Analysis of Behavior 
 
企画 藤巻 峻（常磐大学） 

Shun FUJIMAKI (Tokiwa University) 
司会 藤巻 峻（常磐大学） 

Shun FUJIMAKI (Tokiwa University) 
話題提供 黒田 敏数（国際電気通信基礎技術研究所） 

Toshikazu KURODA (Advanced Telecommunications 
Research Institute International) 

 神前 裕（早稲田大学） 
Yutaka KOSAKI (Waseda University) 

 後藤 和宏（相模女子大学） 
Kazuhiro GOTO (Sagami Women's University) 

指定討論 丹野 貴行（明星大学） 
Takayuki TANNO (Meisei University) 
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公募企画シンポジウム３  
8 月 30 日（日）15:00〜17:00（3 号館 401 教室） 

 
 

労力や関連刺激はどのようなときに好まれるのか 

－労力のパラドックスについて考える－ 
When are effort and effort-related stimuli preferred? 
 
企画 久保 尚也（駒澤大学） 

 Naoya KUBO (Komazawa University) 
司会 腰冢 由子（駒澤大学） 

Yuko KOSHITSUKA (Komazawa University) 
話題提供 塚本 匡 （専修大学） 

Masashi TSUKAMOTO (Senshu University) 
 久保 尚也（駒澤大学） 

 Naoya KUBO (Komazawa University) 
 古野 公紀（立命館大学OIC総合研究機構） 

Masanori KONO (Ritsumeikan University Open  
Innovation & Collaboration Research Organization) 

指定討論 田島 裕之（尚絅学院大学） 
 Hiroyuki TAJIMA (Shokei Gakuin University) 

 平岡 恭一（弘前大学名誉教授） 
Kyoichi HIRAOKA (Professor Emeritus, Hirosaki 
University) 
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公募企画シンポジウム４ 
8 月 30 日（日）15:00〜17:00（3 号館 402 教室） 

 
 

強度行動障害の予防と早期対応 
Prevention and Early Intervention for Severe Challenging Behavior 
 
企画 井上 雅彦（鳥取大学） 

Masahiko INOUE (Tottori University) 
司会 井上 雅彦（鳥取大学） 

Masahiko INOUE (Tottori University) 
話題提供 稲田 尚子（大正大学） 

Naoko INADA (Taisho University) 
 神山 努（横浜国立大学） 

Tsutomu KAMIYAMA (Yokohama National University) 
 岡村 章司（兵庫教育大学） 

Shoji OKAMURA (Hyogo University of Teacher 
Education) 

指定討論 井上 雅彦（鳥取大学） 
Masahiko INOUE (Tottori University) 
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自主企画シンポジウム１  
8 月 28 日（金）9:45〜11:45（3 号館 302 教室） 

 
 

日本における日常生活発達行動支援法（NDBIs）の実装と普及 

―切れ目ない包括的発達支援の基盤を作る― 
Implementation and Dissemination of Naturalistic Developmental Behavioral  
Interventions (NDBIs) in Japan: Building a Foundation for Seamless and 
Comprehensive Developmental Intervention 
 

企画 石塚 祐香（筑波大学） 

Yuka ISHIZUKA （University of Tsukuba） 

 韓 天一（東京都立大学） 
Tiani HAN (Tokyo Metropolitan University) 

司会 石塚 祐香（筑波大学） 

Yuka ISHIZUKA （University of Tsukuba） 
話題提供 石塚 祐香（筑波大学） 

Yuka ISHIZUKA （University of Tsukuba） 

 山本 淳一（東京都立大学） 

Jun‘ichi YAMAMOTO (Tokyo Metropolitan University)  
 韓 天一（東京都立大学） 

Tiani HAN (Tokyo Metropolitan University) 
指定討論 竹内 弓乃（ADDS） 

Yuno TAKEUCHI （ADDS） 

 岡山 晃一郎（株式会社Minashia） 

Kouichiro Okayama （Minashia Inc.） 
 角和 麻衣子（ニューライフ幼稚園） 

Maiko KAKUWA （New Life Kindergarten) 
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自主企画シンポジウム２ 
8 月 28 日（金）9:45〜11:45（3 号館 401 教室） 

 

 

派生的刺激関係はまだ噛み応えがある： 

基礎研究の着眼点・問いの立て方・これからの展望 
Research on Derived Stimulus Relation Still Has Plenty to Chew On:  
Perspectives on Basic Research, Question Formulation, and Future Directions   
 

企画 杉田 創（早稲田大学） 

So SUGITA （Waseda University） 

司会 杉田 創（早稲田大学） 

So SUGITA （Waseda University） 
話題提供 Hu SIMENG（筑波大学） 

Simeng HU （University of Tsukuba） 
 朝倉 智大（関西学院大学） 

Tomohiro ASAKURA （Kwansei Gakuin University） 

 杉田 創（早稲田大学） 

So SUGITA （Waseda University） 
 大島 康寛（立命館大学） 

Yasuhiro OOSHIMA （Ritsumeikan University） 
指定討論 井上 和哉（同志社大学） 

Kazuya Inoue （Doshisha University） 

 茂本 由紀（武庫川女子大学） 
Yuki SHIGEMOTO (Mukogawa Women's University) 

 
 



 - 21 - 

自主企画シンポジウム３  
8 月 28 日（金）9:45〜11:45（3 号館 402 教室） 

 
 

我が国のABA発達支援人材の育成における課題と展望 
Training ABA Professionals for Developmental Support in Japan:  Challenges 
and Prospects 
 

企画 熊 仁美（NPO法人ADDS） 

Hitomi KUMA （NPO ADDS） 

司会 熊 仁美（NPO法人ADDS） 

Hitomi KUMA （NPO ADDS） 
話題提供 藤坂 龍司（NPO法人つみきの会） 

Ryuji FUJISAKA （NPO Tsumiki no Kai） 
 竹島 浩司（株式会社エルチェ） 

Koji TAKESHIMA （Elche Co., Ltd.） 
 井上 雅彦（鳥取大学） 

Masahiko INOUE (Tottori University) 
指定討論 杉山 尚子（千葉大学） 

Naoko SUGIYAMA （Chiba University） 
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自主企画シンポジウム４ 
8 月 28 日（金）12:00〜14:00（3 号館 301 教室） 

 
 

AIoT技術と行動分析学の学際的融合  

行動をより簡単に記録し、より深く分析するためのアプローチ 
An Interdisciplinary Convergence of AIoT and Behavior Analysis:  
Toward Simpler Measurement and Deeper Analysis of Behavior   
 
企画 是村 由佳（コレムラ技研バラスト事業部） 

Yuka KOREMURA (Ballast) 
司会 是村 由佳（コレムラ技研バラスト事業部） 

Yuka KOREMURA (Ballast) 
 大森 幹真（早稲田大学） 

Mikimasa OMORI （Waseda University） 

話題提供 ロペズ・ギヨーム（青山学院大学） 
Guillaume LOPEZ (Aoyama Gakuin University) 

 大森 幹真（早稲田大学） 

Mikimasa OMORI （Waseda University） 

 横窪 安奈（東京大学） 
Anna YOKOKUBO (University of Tokyo) 

 北條 理恵子（長岡技術科学大学） 
Rieko HOJO (Nagaoka University of Technology) 

指定討論 黒田 敏数（国際電気通信基礎技術研究所） 
Toshikazu KURODA (ATR) 
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自主企画シンポジウム５ 
8 月 28 日（金）12:00〜14:00（3 号館 302 教室） 

 
 

行動主義のオモテとウラ  

～社会的背景の中での行動主義の需要と展開を考える～ 
The Overt and Covert Sides of Behaviorism: Considering the Demand for and 
Development of Behaviorism within Its Social Context  
 
企画 伊藤 真子（明星大学） 

Mako ITO (Meisei University) 
司会 伊藤 真子（明星大学） 

Mako ITO (Meisei University) 
話題提供 丹野 貴行（明星大学） 

Takayuki TANNO (Meisei University) 
 工藤 洸一邦（神奈川県立伊勢原支援学校） 

Koichiro KUDO （Isehara School for Special Needs 
Education） 

指定討論 福田 実奈（京都外国語大学） 
Mina FUKUDA (Kyoto University of Foreign Studies) 
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自主企画シンポジウム６ 
8 月 28 日（金）12:00〜14:00（3 号館 401 教室） 

 
 

行動分析学“で”社会課題をどう解決していくか（４） 

学会の外に出て行こう！  
Behavior Analysis and Society (4): Let’s Get Outside the Academic World!  
 
企画・司会 三田地 真実 （教育ファシリテーション研究所・法政大

学） 
Mami MITACHI (Educational Facilitation Investigation 
Laboratory・Hosei University) 

 松山 康成 （東京学芸大学） 
Yasunari MATSUYAMA (Tokyo Gakugei University) 

話題提供 佐藤 智彦 （東京慈恵会医科大学） 
Tomohiko SATO (Jikei Univ. School of Medicine) 

 小柳津 直哉（ジョージタウン大学同窓会） 
Naoya OYAIZU (Georgetown  University Alumni) 

 岸名 祐治（東京都公立小学校） 
Youji KISHINA (Tokyo Public Elementary School) 

 三田地 真実 （教育ファシリテーション研究所・法政大

学） 
Mami MITACHI (Educational Facilitation Investigation 
Laboratory・Hosei University) 

指定討論 松田 壮一郎 （筑波大学） 
Soichiro MATSUDA (University of Tsukuba) 
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自主企画シンポジウム７ 
8 月 28 日（金）12:00〜14:00（3 号館 402 教室） 

 
 

福祉施設における豊富な日常活動を行動分析から読み解く 
Decoding the rich daily activities in welfare facilities through Behavioral Analysis  
 
企画 金子 尚弘（白梅学園大学） 

Naohiro KANEKO (Shiraume Gakuen University) 
司会 今本 繁（ABC研究所） 

Shigeru IMAMOTO (ABCRIDD) 
話題提供 沼倉 実（嬉泉） 

Minoru NUMAKURA (Kisen) 
 吉岡 衆（どうえん） 

Shu YOSHIOKA （DOHEN） 

 芝崎 悦子（コロロ学舎） 
Etsuko SHIBASAKI (Kololo Gakusha) 

 森下 直（コロロ学舎） 
Nao MORISHITA (Kololo Gakusha) 

指定討論 渡辺 修宏（国際医療福祉大学） 
Nobuhiro WATANABE (International University of 
Health and Welfare) 
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自主企画シンポジウム８ 
8 月 28 日（金）14:15〜16:15（3 号館 301 教室） 

 
 

第６回若手研究者口頭発表セッション 
6th oral presentation session by young behavior analysts 
 
 

企画 日本行動分析学会若手研究者優秀発表賞選考委員会 

日本行動分析学会若手会 

発表者① 櫻井 優大（筑波大学） 

発表者② 張 瑜（筑波大学） 

発表者③ 石川 直生（明星大学） 

発表者④ 熊﨑 菜々子（筑波大学） 
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ポスター発表 
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ポスター発表１  
8 月 29 日（土）13：30〜15：30（3 号館 3階回廊：ポスター会場１） 

 在席責任時間 奇数：前半 1時間，偶数：後半 1時間 

 
P1-01 大学生の卒業論文に関わるメモ取り行動の観察：教員との相談場面を対

象に 

◯ 吉岡 昌子 

藤 健一 

P1-02 丹後地域における行動分析学の実装に向けた現状と課題 ―支援者研修会

のアンケート調査に基づく伴走型支援の検討― 

◯ 桒原 康通 

米澤 舞菜 

北田 智子 

宮 裕昭 

P1-03 「明日やろう」にできること―双曲割引を臨床に活かすには ◯ 原井 宏明 

松浦  文香 

P1-04 小学校４年生男子における昼間遺尿への支援 

―定時排尿誘導と連続成功（コンボ）強化手続きの導入― 

◯ 笹田 夕美子 

奥田 健次 

P1-05 実験室実験とオンライン実験の参加者内比較：報酬の損失を考慮した 

セルフ・コントロール選択パラダイムを用いた検討 
◯ 片山 綾 

浅井 智久 

P1-06 消費者向けウェアラブル端末の一致性と実用性の予備的検討  

腕時計型・指輪型計 8 機種の同一参加者内反復測定 

◯ 若林 実奈 

片山 綾 

浅井 智久 

今水 寛 

P1-07 レンタル傘の設置が傘の盗難に与える影響 ◯ 伊藤 雅隆 

吉田 大悟 

P1-08 「面倒な課題を先に終わらせる」反応の形成 

――注意欠如・多動症児への多段階介入の効果―― 

◯ 河村 優詞 

P1-09 遊び要素を取り入れた言語活動と刺激移行を用いた拗音読み学習支

援 

◯  吉野 智富美 

奥田 健次 

P1-10 言語聴覚士の「小児構音訓練技術チェックリスト」の開発と効果検証 ◯ 矢作 満 

山本 淳一 

P1-11 条件性抑制手続きにおけるタイミング行動の正確性－ラットにおけるテ

スト不安－ 

◯ Terhoch Gabriel 

Sadahiko Nakajima  

Maria H. Hunziker 

P1-12 張り紙提示によるごみ選別行動のコントロール 

―「個人攻撃の罠」から逃れるためにー 

◯ 中尾 将大 

P1-13 教職員の休憩行動に関する予備的検討－テキストマイニングによる質的

分析－ 

◯  岡本 直人 

P1-14 プロンプト依存を示す知的発達症を伴う ASD 児における食事の自発的

遂行：遠隔プロンプトから音声データへの段階的フェイディング 

◯ 村浦 新之助 

P1-15 ゴールデンハムスターの問題箱脱出学習 ◯ 中島 定彦 

臼井 茉白 
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P1-16 ヒトを対象とする反応形成研究の実験方法論の探索的検討 ◯ 山下 智也 

折原 友尊 

竹内 康二 

丹野 貴行 

P1-17 ASD児における課題場面での休憩選択の提示が標的行動および課題・休

憩の選択率に与える影響 

◯ 武藤 豊 

石塚 祐香 

P1-18 共感的な態度を促す教示が会話場面における相互の反応に与える影響：

多層ベースライン法と処遇交代法を併用した時系列的変化の検討 

◯ 大島 康寛 

三田村 仰 

P1-19 特別支援学級在籍児童の行動問題に対する SST とスクールキャッシ

ュの効果 

◯ 照沼 あずさ 

松永 悟 

河村 優詞 

P1-20 書字に苦手さを抱える ASD傾向の児童に対する刺激シェイピングを 

用いた指導の効果 

◯ 川村 颯 

半田 瞳 
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ポスター発表２   
8 月 29 日（土）13：30〜15：30（3 号館４階回廊：ポスター会場２） 

 在席責任時間 奇数：前半 1時間，偶数：後半 1時間 

 
P2-01 学級全体を対象としたトークン・エコノミー法による課題従事行動の 

形成及び逸脱行動の抑制効果の検討 

◯ 吉見 祐太 

P2-02 読経行動の機能と制御変数の検討：お経誕生，広がり，その行末 ◯ 渡辺 修宏 

小幡 知史 

P2-03 神経発達症児に対する触覚に関するオノマトペの命名指導 ◯  小幡 知史 

渡辺 修宏 

P2-04 査読者向け AI利用方針は査読行動をどのように制御するのか： 

ルール支配行動からの記述的分析 

◯ 松田 壮一郎 

菅原 大地 

P2-05 視覚刺激の変化がハトの固定コストと変動コスト選択に及ぼす効果 ◯ 王 宇辰 

佐伯 大輔 

P2-06 企業の環境施策に大学生はいくら支払うか 

―環境問題種別，時間遅延，距離，性格特性の影響― 
◯ 富田 悠生 

P2-07 文節単位提示による書字行動と視線機能の拡張 ◯ 渡邊 貴子 

大森  幹真 

P2-08 宿泊型体験活動における行動分析学的支援の整理  

―多様な学びを支える環境調整と行動支援に着目して― 

◯ 矢野 善教 

P2-09 発達障害児の手洗い行動自立への支援効果の検討 ◯ 小童谷 優月 

矢作 満 

熊 仁美 

加藤 宗規 

山本 淳一 

P2-10 抑うつ者の刺激関係づけの測定法の開発と刺激関係づけの特徴の検討 

―漢字迷路課題の妥当性の検討― 

◯ 茂本 由紀 

P2-11 自閉スペクトラム症児を対象とした同一見本合わせ課題における対構成

手続きから標準的な手続きへの段階的移行介入の効果 

◯ 岩見 芽依 

米山 直樹 

P2-12 場面緘黙の傾向を示す幼児に対する指示語の発声を介した課題場面に 

おける発声促進の検討 

◯  福田 琉華 

米山 直樹 

P2-13 自閉スペクトラム症児における PECS による要求行動を標的行動とした

好みと強化価の検討 

◯ 香田 姫奈 

米山 直樹 

P2-14 正規分布に従う VR スケジュール下では、要求反応数の分散が大きくな

るとラットの強化後反応休止が短くなる 

◯ 吉田 拓人 

澤 幸祐 

P2-15 算数の文章問題を図示するスキルの習得 

―立式の手がかりを自ら生み出す問題解決行動の形成― 

◯ 島岡 次郎 

島宗 理 

P2-16 不登校生徒に対する 2桁×2桁のかけ算に関する GenAI-PL：生成 AI を用

いた教材の生成と遠隔による学習支援の展開 

◯ 佐藤 亮太朗 
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P2-17 小学校における学校規模ポジティブ行動支援（SWPBS）の実施が児童の

出席率に及ぼす影響（2） 

◯ 松山 康成 

P2-18 校長の携行物と動作が生徒の自発的接近行動に及ぼす効果 

－透明エプロンを用いた休み時間巡回の検討－ 

◯ 榊原 岳 

P2-19 PECS を使用する知的能力障害を併せ持つ自閉スペクトラム症児の要求

言語行動の行動型及び行動連鎖に関する研究 
◯ 冨貴澤 萌子 

石田 美怜 

高浜 浩二 

P2-20 中学校通常学級における集団随伴性の適用が生徒間の相互作用に与える

効果 

◯ 二階堂 梓 

高浜 浩二 
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ポスター発表３  
8 月 30 日（日）13：00〜15：00（3 号館 3階回廊：ポスター会場１） 

 在席責任時間 奇数：前半 1時間，偶数：後半 1時間 

 
P3-01 労力を媒介としたハトの大きさの相対的弁別の形成とその転移 ◯ 久保 尚也 

P3-02 自閉スペクトラム症児の言語コミュニケーション指導における社会的支

援ロボット：言語オペラントとロボットの機能に着目したシステマティ

ック・レビュー 

◯ 潘 天屹 

松田 壮一郎 

P3-03 オートクリティックとオプトイン・アウトによるナッジが選択行動にお

よぼす効果 

◯ 井垣 竹晴 

八賀 洋介 

P3-04 刺激ペアリング手続きにおける 「注意」の引き出し方に関する検討  

～Brown et al.(2023)論文のレビューより～ 

◯ 鈴木 りえ子 

丹治 敬之 

P3-05 大学生のスピーチ行動に対する行動スキルトレーニングと習慣逆転法の

効果－実験プロトコルの提案－ 

◯ 櫻井 優大 

松田  壮一郎 

P3-06 不穏行動のレベル分析を用いた地域生活支援の一事例－生活リズムの再

構築と不穏行動の予兆把握，強化を活用したチーム支援－ 

◯ 中山 浩二 

財部 志穂 

P3-07 イベント文脈における感情状態報告の変化：大学祭前・中・後の比較 ◯ 熊﨑 菜々子 

松田  壮一郎 

P3-08 高齢者施設における BPSD への行動支援目標に関する検討－集団生活へ

の影響を踏まえた本人支援－ 

◯ 石川 愛 

山中 克夫 

P3-09 大学生を対象とした刺激ペアリング手続きによる相対音感能力向上の検

討―ハミングを用いた音声刺激の影響― 

◯  椎原 彩葉 

米山 直樹 

P3-10 映像内のモデルとの類似性が学習性無力感の生起に与える影響 ◯ 小林 彩乃 

澤 幸祐 

P3-11 古典的条件づけにおける部分強化消去効果：個々の学習曲線の特徴 ◯ 二瓶 正登 

松本 昇 

P3-12 囚人のジレンマ状況下におけるハトの協力選択： 

利得行列・連続選択・強化遅延の効果 

◯ 佐伯 大輔 

田中 沙羅 

P3-13 音声提示された日本語文中の単語の意味予測における文脈の効果 ◯  藤川 華帆 

中鹿 直樹 

P3-14 子どもの協力行動とセルフコントロール：社会的ジレンマ課題を用い

た検討 

◯ 空間 美智子 

伊藤 正人 

井垣 竹晴 

和田 彩紀子 

P3-15 医学部生を対象とした外科結紮手技指導 

—共通の流暢性目標を設定したスモールステップ訓練の効果検証— 

◯ 吉原 雅人 

島宗 理 

P3-16 特別支援学校中学部の生徒の適切な返答行動に対する PTR に基づく支援

の効果 

◯ 田中 善大 

庭山 和貴 

大対 香奈子 
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P3-17 ASD児における刺激等価性形成に対する言語媒介の役割 ◯ Hu Simeng 

松田 壮一郎 

P3-18 場面緘黙を主訴とする高校生への行動的介入 

―生活場面で話せる相手を増やすための段階的試み― 

◯ 兒玉 和志 

P3-19 ブンチョウを対象とした迷信行動の実験的検討 ◯ 髙岡 航汰 

高野  裕治 

友永 雅己 

澤 幸祐 

P3-20 Contingency adduction が点配列パターンの組み合わせ拡張に及ぼす効

果 

◯ 小原 健一郎 

大島 研介 
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ポスター発表４   
8 月 30 日（日）13：00〜15：00（3 号館４階回廊：ポスター会場２） 

 在席責任時間 奇数：前半 1時間，偶数：後半 1時間 
 
P4-01 教室参加が不安定であった児童の保護者に対する行動コンサルテーショ

ンの効果検討 

◯ 本田 暉 

仁藤 二郎 

P4-02 AI画像生成に用いたプロンプトを推測する課題における消去バースト 

―反応強度と陰性単語の選択率― 

◯ 島宗 理 

P4-03 小中学生の不登校事例に対する保護者への行動コンサルテーションを通

した再登校支援 
◯  井森 萌子 

仁藤 二郎 

P4-04 ASDリスク児における時間間隔の刺激性制御 ◯ 田邉 暁正 

大森 幹真 

P4-05 共同注意場面における注視・選択反応間のパターンの分析 ◯ 東 美穂 

木内 愛奈 

大森 幹真 

P4-06 クラウド型タスク管理ツールと AI を活用した PDCAサイクルの実装 

―行動指標の設計と自動測定システムに基づいた段階的な介入― 

◯ 釼持 英里子 

平野 貴嗣 

片岡 茉理 

櫻井 優大 

島宗 理 

P4-07 マウスにおけるヒント希求行動の課題間転移 ◯ 後藤 和宏 

幡地 祐哉 

P4-08 ETBD の計算モデルによる FI・FRスケジュール下のパフォーマンスの検

討 

◯ 章 博約 

脇田 真清 

望月 要 

P4-09 小学校通常学級における非依存型集団随伴性と自己報告を用いた実践 

―援助行動を標的行動として― 

◯ 大塚 大輝 

P4-10 刺激ペアリング手続きと 3C 学習法による漢字書字指導の効果 ◯ 野田 航 

P4-11 ABA療育における個別支援計画：本人支援に関する IEP短期目標の 

5領域への再分類の試み 

◯ 是村 由佳 

門屋 ちひろ 

土岐 祥子 

P4-12 大学生を対象とした顔写真とネパール語の見本合わせ課題における単語

学習効果の検討 

◯  中畑 有理 

米山 直樹 

道城 裕貴 
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P4-13 ADHD モデル動物としての EL マウスの遅延価値割引課題における衝動

性への atomoxetine投与量の効果 

◯ 麦島 剛 

國生 桜叶 

稻村 千颯 

今井 魁星 

高石 真唯 

村山 百香 

吉田 萌 

竹明 玲菜 

永井 友幸 

森寺 亜伊子 

久保 浩明 

P4-14 字形手がかりイラストを用いた継次的刺激ペアリング手続きが漢字書字

の習得と維持に及ぼす効果 

◯ 市田 千晴 

塚本 匡 

P4-15 高労力・大強化子選択肢への選好度に対する累積強化子量表示の効果 ◯ 田島 裕之 

P4-16 ハトの系列反応における信号強化効果の検討 ◯ 石川 直生 

丹野 貴行 

P4-17 VRシステムを用いた障害体験型作業療法教育の実施可能性 ◯ 磯 直樹 

鈴木 誠 

在原 菜々花 

山本 淳一 

P4-18 「行動」概念の多様性と心理学的説明の構造 

―ポスト・スキナーの行動主義を軸として－ 

◯ 福田 実奈 

尾澤 利隆 

P4-19 遅延割引課題と関係するセルフ・コントロール尺度の開発 ◯ 下谷 晶子 

佐伯 大輔 

P4-20 ASD幼児に対する家庭での階段降段練習指導による効果に関する検討 ◯ 鈴木 帆乃夏 

矢作 満 

熊 仁美 

加藤 宗規 

山本 淳一 
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日本能率協会総合研究所 広告（１頁） 

準備中 
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一般社団法人行動分析学会第 44 回年次大会 

協賛企業ご芳名(五十音順，敬称略) 

 

アーカイブティップス 株式会社 

株式会社 学苑社 

株式会社 北⼤路書房 

株式会社 ⾦剛出版 

株式会社 星和書店 

⼆瓶社 

日本能率協会総合研究所 

株式会社 有斐閣 
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一般社団法人行動分析学会第 44 回年次大会 

準備委員会 
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